
今川公園では、毎年夏の暑さ対策で緑のカーテン事業を行っています。
これまでに使用した植物は「アサガオ・ササゲ・ヒョウタン」などで
すが、ここ数年は千成ヒョウタンを使っています。
その理由は、夏になると実ができてうまく処理をすれば人形やお飾り
などの材料になり、クラフト教室などで利用したいからです。
また、処理が終わって乾燥した「ヒョウタン」にはたくさんの種子が
入っていますので、この種を採取して来春に種まきをすると芽を出し
て苗ができます。

　

　

      すてきじゃない！

今川公園　指定管理者　緑とコミュニティーグループ

今川公園　好循環通信

【こんなことも好循環！　 】9　vol.

今川公園では、3年前から花壇などに「ヒマワリ」を植えています。年々数を増やして、

今年は200株に増やす予定です。この「ヒマワリ」は「横浜市こども植物園」からいた

だいた種子で、有名な画家「ゴッホ」が絵に描いた「ヒマワリ」の子孫といわれ「ゴッホ

のひまわり」と呼ばれています。これも花が終わると種子を採取して来年に備えます。


